
平成30年度　タウンミーティング

日時：5月29日（火）19：00～20：10　　　場所：三浦公民館　　　参加者：27名

事項 要望・質問内容等 当日の回答 補足説明等 担当課

少子化対策につい

て

　子供の人数も減少し続ける中で、

その対策として、強制はできない

が、「子供二人以上政策」などは、

いかがなものか。

　少子化対策として、フランスでは、2

人以上生まれた家庭は納税額を減額す

る、3人以上では将来受け取る年金額を

増額するなどの対策をとることで、出

生率を上げることができました。本市

でも、子供の人数に応じて対応してい

る（支援）制度はありますが、子供の

誕生に対して直接的に、何か（支援・

補助金など）を受けられる制度につい

ては、まだまだ十分ではないと感じて

います。「子供の数」を増やすための

政策は、ある程度の費用を拠出して

も、実施すべきかもしれませんので、

今後の課題として持ち帰ります。

－ 福祉課
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ＩＰＵについて
　公立化断念後の対策はなにかある

のか。

　この件につきましては、様々な御意

見があった中で、（大学が存在し、）

若者たちがいることで、地域に及ぼす

様々な好影響（経済波及効果、アルバ

イトなど労働力の供給など）があるこ

とは十分に認識していますが、将来ま

で見据えて総合的な判断として公立化

を断念いたしました。現状は、今年度

の学生（来年度入学する学生）を募集

はしないということをお聞きしていま

す。一方、高等教育機関としては、市

内に複数の専門学校もあることや、あ

るいはＩＰＵとは別の短大・高等教育

機関などを招致してはどうかという御

意見もあります。市として、（若者が

地元に定着するために）何ができるの

かということを引き続き考えていきた

いと思います。

－ 企画情報課
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集会所への補助に

ついて

　公民館と集会所を比較した場合、

あらゆる面において公民館が優遇さ

れている。（公民館は市費管理、集

会所は地元負担）すべてにおいてと

までは言わないが、集会所の管理等

について補助などできないか。

　公民館は地域における社会教育提供

の場であり、集会所は地域の方々の集

まるところとして、そもそも施設の性

質や使用目的において違いがありま

す。

　今回、地域づくり交付金の全体的な

増額や交付金を活用できる内容を拡充

したのも、御意見のような内容も踏ま

えてのものですので、集会所管理に必

要な事項（修繕、光熱水費等）におい

てどのような（どの範囲までの）活用

が可能なのか、改めて担当課に確認し

ます。

　地域づくり交付金については、防犯

灯を除き、すべての「経常経費である

光熱水費等」については交付対象外経

費となっています。

　なお、集会所の修繕等については、

補助率1/2の補助金の制度があり、毎

年、連合自治会の総会において、各地

区の自治会長に資料を配布し周知を

行っています。集会所の改修が必要な

場合は、自治会長からお問い合わせく

ださい。

企画情報課

3 / 8 ページ



平成30年度　タウンミーティング

日時：5月29日（火）19：00～20：10　　　場所：三浦公民館　　　参加者：27名

事項 要望・質問内容等 当日の回答 補足説明等 担当課

防犯カメラの設置

について

　安心・安全のために、地区内の公

共施設（特に保育園、学校など）に

必要と思うが。

　全国でも子供が被害にあう事件が発

生しており、防犯に対しての意識は高

まっていると認識しています。以前も

防犯に対する基本的な設備として対応

していければと協議をしていました

が、まずは学校の耐震化を優先して進

めていたところです。予算の関係もあ

りますが、今後、防犯に対する安心・

安全についてにも目を向けて、協議し

ていきたいと思います。

－

学校教育課

教育総務課

福祉課

総務課
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「自治公民館」に

ついて

　「自治公民館」としての人材（職

員）配置をどのように考えるか。

　以前は、市職員（主に若手職員）が

各公民館に配置されていました。公民

館主事は、地域との関わりの中で、地

域住民との良好な人間関係を構築する

術（すべ）やコミュニケーション能力

を磨きながら成長してきたという実績

があり、若手市職員にとっても貴重な

経験ができるポストであったと認識し

ています。

　現在、基幹公民館を除き、公民館主

事には嘱託職員を配置させていただい

ており、様々な公民館活動を支えてい

ただいております。これまでの様々な

取り組み（市職員数の大幅削減）の経

緯もあり、致し方ないところもあると

思っています。

　人材の新たな配置につきましては、

その必要性をしっかり検討し、予算の

関係や議会との協議も必要ですので、

しばらくお時間をいただきたいと思い

ます。

　行政改革による市職員数の削減に伴

い、きめ細かな行政サービス等におい

てご不便をおかけしている点があるか

と思いますが、限られた職員数で行政

運営を行っているため、校区自治を対

象として、新たに職員を配置すると

いった対応は難しいのが現状です。

　なお、第2期としてスタートした地

域づくり交付金においては、地域の課

題解決や必要性に対応し、地域社会の

維持及び活性化に寄与するものとし

て、地域づくりのために他の制度に比

べ柔軟に活用できる交付金となってい

ます。当面、本交付金を活用のうえ対

応を御検討ください。

（企画情報課）

企画情報課

総務課
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老人クラブへの補

助について

　現在、老人クラブは65歳以上の方

が対象になるが、市からは老人クラ

ブ（その活動）へ期待するという言

葉をよく聞く。会費と活動の関係か

らも、会の運営も厳しい状況であ

る。自治会からの助成もいただいて

はいるが、市からの補助等もお願い

したい。

　老人クラブのみならず、自治会に対

しましても日頃から大変お世話になっ

ていることは認識しています。しかし

ながら、各種の活動経費に対する補助

等に関して十分な対応ができていない

ことも感じています。

　この度、地域づくり交付金は、地域

の様々な実情を踏まえて算定し、地域

のなかで必要な活動をしていくため

に、交付金の全体的な増額とあわせ

て、その活用方法の自由度も広げたも

のとしています。

　これから高齢者の定義（年齢）も上

がるだろうと言われています。この年

代の方々にまだまだ御活躍いただく

（いろいろとお願いする）ためには、

その詳細をこの場でお答えすることは

できませんが、今後市としても何かお

力になれることを考える必要があると

思います。

　老人クラブへの補助金につきまして

は、国、県からの補助に加え、市独自

の補助金も交付するなど、運営への支

援を行っています。また、ガイヤマイ

レージ制度において、老人クラブ連合

会及び各支部事業への参加に、別途ポ

イントを付与していますので、健康づ

くりや元気作りの観点からも、ぜひ御

活用いただきたいと思います。

　今後も、老人クラブ連合会との協議

等により、適切な支援に努めていきま

す。

高齢者福祉課
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交通網の整備につ

いて

　三浦地域を通るバスの便数が少な

い。高齢化も進み、高齢者の移動も

大変な状況でもある。何か対応策は

あるか。

　5月31日をもって、由良半島（愛南

町側）における民間バスの運行が終了

します。この対応として、本市では

（現在、由良半島で運行している）コ

ミュニティバスを延伸して対応するこ

とを決定しました。民間バス会社で

は、運転手の確保が難しくなってきて

いるなど様々な課題があり、バス路線

の維持に苦慮されていると伺っていま

す。先行きは不透明ではありますが、

宇和海地区における学生の通学につい

ても配慮する必要がありますので、現

行のとおり適正に運行されるものと理

解しています。

　増便については民間バス会社の厳し

い事情もあると思います。また、この

地域の人口が減少し続け、人がいなく

なればバスの運行継続が難しくなる可

能性もありますが、市としては公共交

通手段の確保については引き続き対応

していきます。

－ 企画情報課
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災害発生時におけ

る地域組織と市の

連携について

　三浦5地区において自主防災組織が

あるが、取り組む内容にばらつきが

あり、災害発生時の連携がはっきり

しない感じがある。

　今後、災害時において、避難後を

含めて地域でとのような対応をとる

のか、また近隣地域並びに市とどの

ような連携がとれるのか、更には市

と県でどのような連携がとれるのか

というような計画等はあるのか。時

間をかけてでも市全体に行き渡るよ

うに示してほしい。（予算の関係も

あると思うので、各地域で対応して

ほしいことなどがあれば、それも含

めて）

　各地域で立ち上げていただいている

自主防災組織については、（本市全体

の組織率も含めて、）組織するという

ところまでは進んでいますが、その活

動の中身、実態が、本来期待されてい

るところまではいっていないという御

指摘もいただいています。また、防災

士の育成についても推奨しています

が、なかなかその点においても、自主

防災組織との連携がとれていない状況

でもあります。

　自助、共助、公助の意識が高いこの

地域ではありますので、その先が見え

てこないという御心配であろうと思い

ます。市としても県との連携を図りな

がら、それぞれの地域における具体

的・効果的な手法を検討していく必要

があると思いますので、今後、具体策

がお示しできればと思います。

　近隣の市町との連携については、

「災害時における愛媛県市町相互応援

に関する協定（愛媛県内２０市町

）」「四国西南サミット災害時相互応

援協定（八幡浜市他１２市町村）」

「瀬戸内・海の路ネットワーク災害時

相互応援に関する協定（瀬戸内沿岸70

自治体）」を締結して、大規模災害時

の相互の応援活動を実施することとし

ています。また、姉妹都市の、北海道

石狩郡当別町と宮城県大崎市とも災害

時相互応援協定を締結しています。

　今後、各地域での防災計画「地区防

災計画」の策定を進めるよう検討して

いますので、その中で地域間連携につ

いて検討ができると思っています。

危機管理課
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